
― 21 ―

KYB技報　第53号　2016―10

１ 　はじめに

　劇場の概要を図 １ に示す.吊物機構や床機構を操
作する舞台機構操作卓は，当社（カヤバ システム 
マシナリー㈱）が舞台機構の業界に参入した１983年
頃から舞台機構の制御はコンピュータ制御の時代に
入りつつあった．

　当社は１993年に本格劇場向けに開発した操作卓
（第 １ 世代）に始まり，第 ２ 世代経て第 3 世代とい
える操作卓「K-compo SysteM」（写真 １ ）を開発

した．本報では２0１4年１0月に上田市交流文化芸術セ
ンターを皮切りに市場投入し，２0１5年１0月に東海市
芸術劇場，２0１6年 5 月に長野市芸術館と， 3 つの劇
場に納入し好評を得ている操作卓の概要について紹
介する．
　「K-compo SysteM」は当社名カヤバシステムマ
シナリー（KAYABA SYSTM MACHINERY）の
略称（KSM）をイメージする登録商標とした．
　外観については，意匠登録申請中である．

２ 　当社の舞台機構操作卓の遷移と開発背景

２. １ 　第 １ 世代（１993年～２006年）：専用操作卓
　コンピュータ制御が舞台機構に取り入れられて，
飛躍的な進歩を遂げた時代．この頃は劇場毎の舞台
機構仕様による専用操作卓になっていた（写真 ２ ）．

２. ２ 　第 ２ 世代（２007年～２0１3年）：モバイル操作卓
　舞台機構を安全に運用できるように，コンパクト
化した操作卓を舞台面に移動し，舞台機構の動きを
確認しながら操作ができるモバイル操作卓を開発し
た．第 １ 世代の操作卓ではマニュアル操作注１），プ
ログラム操作（CUE運転）注２）は一体化されていたが，
それを分離させることで小型化を可能とした．特に，
マニュアル操作に関しては，操作機器の大部分を
タッチパネルに集約して小型化し，持ち運び可能と

図 １ 　劇場の概要（舞台袖から見た断面）

写真 ２ 　第 １ 世代の操作卓（デスク型）
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写真 １ 　舞台機構操作卓（K-compo SysteM）
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した．また，形状を標準化することで，どの劇場に
も同じ操作卓を納入できるようにした（写真 3 ）．

２. 3 　第 3 世代（２0１4年～）：K-compo SysteM
　第 ２ 世代のモバイル操作卓はコンパクトさや持ち
運びができるといった優位性がある反面， 樹脂成型
で作られているため，性能向上を目的とした画面の
大型化に対応ができない．また，操作機能を増やし
たいといった顧客要望に対して，対応ができないと
いう課題があった．
　更に画面設計やソフトウエアは劇場毎に作成して
おり，ソフトウエア制作費・検査調整時間が低減で
きない問題もあった．
　K-compo SysteMの開発に当たっては，モバイル
操作卓の特徴であった，コンパクトさや形状の標準
化を踏襲しつつ， 課題を克服するために以下の 3 つ
の目標をたてた．
　⑴ 制御技術の進歩（画面の大型化やCPU性能向

上による高速処理化）を容易に取り込めるシス
テムにする．

　⑵ 操作部は機能バリエーションの組み合わせが選
べるものにする．

　⑶ 基本ソフトウエアは，全ての劇場で共通化でき
るものとする．

注 １  ）作動させたい機構を選択し，上昇又は下降させる
操作．操作する前に，目標位置を入力したり，作動
速度を指定することもある．

注 ２  ）事前に作動させたい機構，目標位置，作動速度を
登録しておき，作動させたいタイミングで「GO」ボ
タンを押すことにより再生させる操作．

3 　K-compo SysteMの概要

3. １ 　操作機能の組み合わせが出来る構成 
　「画面部」と「操作部」を分離し，操作部（モジュー
ル）を組み合わせ・追加できる構成とした（図 ２ ）．
3. ２ 　画面部
　モバイル操作卓（第 ２ 世代）の画面は，１5インチ

であったが，操作性及び視認性を考慮して２3～２7イ
ンチの大きさとし，画面のタッチスイッチを大きく
し，且つ色分けによって機構を判別しやすい設計と
した．また，市販パソコンを採用し，モデルチェン
ジや技術の進歩による画面大型化やCPU性能向上
などの変化に柔軟に対応できるシステムとした．
　図 3 は，操作画面の一例である．

3. 3 　操作部
　「操作部」については，操作機能を整理・分類し，
下記の操作機能別にモジュール化した構成とした．
　①電源投入モジュール（IDカードリーダ搭載）
　②標準ハンドルモジュール（ 5 ハンドル）
　③速度介入モジュール
　④プログラム操作（CUE運転）モジュール
　⑤増設ハンドルモジュール（ ２ ハンドル）
　⑥ジョイスティックハンドルモジュール
　劇場の規模や顧客要望によって，モジュールの構
成を変更したり，将来に拡張モジュール（増設ハン
ドル，ジョイスティック）の追加ができることが大
きな特徴である．

写真 3 　第 ２ 世代の操作卓（モバイル操作卓）

図 3 　舞台機構操作卓の操作画面

図 ２ 　K-compo SysteMの構成
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　また，万が一の故障の際にもモジュールだけを取
り外すことができ，操作卓一式を修理する必要がな
いというメリットもある．
　以下に，標準構成に増設ハンドルモジュール（ ２
ハンドル）を追加した例を示す（写真 4 ）．

4 　ソフトウエアの共通化

　従来，劇場毎に作成していた操作方法や表示方法
を見直し，基本仕様や画面表示の方法をパラメータ
化することで，全ての劇場で共通化できるようにした．
　機構の数，仕様の違い，種類の違いを，２6項目の
パラメータで設定することにより，それぞれの劇場
に合った画面を作り上げられるようにした．
　ソフトウエアの共通化の狙いとして，次の 3 つが
あげられる．
　⑴ソフトウエア制作費の低減．
　⑵ソフトウエアの信頼性の向上．
　⑶ 基本仕様や画面仕様のパラメータ化により，納

入後の柔軟な設定変更が可能．
　図 4 に劇場設定一欄画面を示す．
　図 5 に １ 例として，「１8：表示色設定 １ （マニュ
アル運転）画面劇場設定」の表示色設定 １ （マニュ
アル運転）画面を示す．
　この画面では，画面中のボタン及び文字の色の設
定を行う事が可能である．

５ 　その他の操作機能について

５. １ 　オペレータ認証機能の追加
　従来の操作卓は，安全管理者がキーにより電源の
ON/OFFをしていたが，キーをIDカードに変更す
ることで，アクセス制限によるセキュリティー機能
を高めた．また，IDカードにログイン機能を設け，
「いつ誰が使用したか」を管理できるようにした．

更に，IDカードには，「操作可能な機構の制限」，「表
示させる画面の制限」，「音響反射板の操作制限」等，
オペレータの技量に合わせた操作制限を登録できる
ようにした（図 6 ）．

写真 4 　増設ハンドルモジュール追加例

図 6 　IDカードリーダ

図 4 　劇場設定一欄画面

図 ５ 　１8：表示色設定 １ （マニュアル運転）画面
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５. ２ 　音響反射板操作方法の見直し
　音響反射板のセット／格納操作は，大型構造物で
ある音響反射板が舞台上を移動するため，その動き
を十分理解した上で操作することが必要とされる．
　音響反射板の操作は，セットから格納まで一連の
操作手順をステップ毎に表示し，ステップ毎の動き
を3D画像で表現した．安全且つ，オペレータにや
さしい操作ができるように工夫した（図 7 ）．

５.3　プログラム操作（CUE運転）の標準搭載
　公演を円滑に進行させるためのプログラム操作
（CUE運転）を標準搭載した．
　公演データを登録して「GO」ボタンを操作する
ことで，そのシーンで動かしたい機構を，目的の位
置まで設定した時間（速度）で作動させることがで
き，画面は進行に合わせ次のシーンに自動的に切り
替わる．それを繰り返し操作することで，機構を登
録された位置・速度で正確に作動させることができ
る．また，リハーサルを念頭においた「頭出し操
作注3）」も標準搭載している．
５. 4 　拡張モニタの追加
　様々な情報を一度に見れるようにするため，表示
画面を増やしたいという要望が多くあったことから，
モニタを追加できる構成とした（写真 5 ）

　拡張モニタには，現在位置，断面，故障履歴，イ
ンターロック等を表示させることができる．

注 3  ）公演のリハーサル時に，どのシーンから稽古を始
めるかを指定すると，指定されたシーンの １ つ前の
シーンの目標位置に到達した状態に機構を作動させ
る操作．

6 　おわりに

　操作機能をモジュール化した組み合わせにより操
作部を構成するという発想は，国内はもちろん海外
にも例がなく，独創的な舞台機構操作卓になったと
自負している．
　今後はモジュールの種類を増やしたり， ソフトウ
エアのバージョンアップを行い使いやすさを向上さ
せたり，細やかな対応ができるようにしていきたい
と考えている．
　K-compo SysteMが，今後多くの劇場で活用され，
この業界の標準的な操作卓になることを期待している．
　最後に，今回のK-compo SysteMの開発にあたっ
ては，多くの劇場関係者から貴重な助言や，協力が
あったことを書き添えるとともに，本誌をお借りし
て厚くお礼申し上げる．

図 7 　音響反射板運転画面
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写真 ５ 　拡張モニタの追加例


